
平成 27 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 電気情報工学実験 担当教員 白木英二、柴田欣秀 

学年学科 ４年 電気情報工学科 前期 必修 2 単位(学修) 別表 1 対象科目 

学習・教育目標 

（Ｅ）３０％ （Ｄ－３ 計測・制御系）３０％

（Ｂ－１）１５％ （Ｂ－２）１５％ 

（Ｃ－１）１０％ 

JABEE 基準１（１）：（ｃ）（ｄ）（ｅ）（ｆ）（ｇ）（ｈ） 

授業の目標と期待される効果：  

 

① 実験計画を立案する能力を身につける 

② 報告書をまとめ，口頭発表する能力を身に 

つける 

③ 専門分野で必要な情報通信，信号処理に関 

する知識を身につける 

④ 各種測定機器の取り扱い方の習得 

成績評価の方法：  

レポート提出状況と内容１２０点＋プレゼンテーション１０点とし

て評価する．なお，成績評価に教室外学修の内容は含まれる。 

達成度評価の基準：  

① 実習に必要となる理論や手順を理解する能力が身についている 

② 実習に必要な回路の作成やプログラミングの能力が身について

いる 

③ 実験で得られた結果を理論と比較検討し，理論との整合性や相違

の判断が出来る能力が身についている 

④ 実験の理論・方法・実験結果の考察などを報告書に適切にまとめ
る 

授業の進め方とアドバイス：授業は，実験実習を中心に行う．積極的に実験に参加しレポートを作成すること． 

また，実験テーマ終了時には口頭試問を行うので，実験内容を十分把握しておくこと． 

関連授業の内容を十分理解しておくこと．実験１２テーマ・総復習を１５回にわたって実施する．実験テーマ 1～11

はローテーションされる． 

教科書および参考書： 電気情報工学実験 実験書（プリント） 

授業の概要と予定：前期  教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：実験実習ガイダンス 
各実験内容を理解し，安全
性について検討する． 

 

第 ２回～１２回： 班別に下記の 11 テーマを実施する   

実験テーマ 1： 半導体物性（ホール効果） 
ホール効果について調査
してまとめる． 

B 

実験テーマ 2： パルス発振回路（マルチバイブレータ） 
マルチバイブレータにつ

いて調査してまとめる． 
B 

実験テーマ 3： ＳＣＲ（交流位相制御の基礎） 
ＳＣＲの原理について調
査してまとめる． 

B 

実験テーマ 4： 光通信実験 
光情報通信について調査
してまとめる． 

B 

実験テーマ 5： ＤＳＰ（Digital Signal Processing） 

ＤＳＰの信号処理の原理

について調査してまと 

める． 

B 

実験テーマ 6： ＯＳ（ＵＮＩＸ）実習 
ＵＮＩＸについて調査し
てまとめる． 

B 

実験テーマ 7： 定Ｋ形フィルタ 
定Ｋ形フィルタについて
調査してまとめる． 

B 

実験テーマ 8： 数値シミュレーション（波形合成、ＡＭ・ＦＭ変調） 

波形合成、ＡＭ・ＦＭ変調

の数値シミュレーシ 

ョンについて調査してま
とめる． 

B 

実験テーマ 9： 通信工学（変調） 
変調について調査してま
とめる． 

B 

実験テーマ 10： 燃料電池の応用 
燃料電池の原理について
調査してまとめる． 

B 

実験テーマ 11： プログラマブルデバイスによる論理回路の設計 

プログラマブルデバイス

について調査してまと 

める． 

B 

第１３回： 実験テーマ 12： 物理現象の数値解析 

物理現象の数値解析につ

いて調査してまとめ 

る． 

A 

第１４回： 実験テーマ 12 のプレゼンテーション 
プレゼンテーション内容

を整理してまとめる． 
A 

第１５回：フォローアップ 

 



評価（ルーブリック） 

達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

実習に必要となる理論を

自ら調べ理解し、また手

順を理解し考える能力が

身についている 

実習に必要となる理論や手

順を理解する能力が身につ

いている 

実習に必要となる理論や手

順を理解する能力が身につ

いていない 

② 

実習に必要な回路を自ら

設計し作成する能力やプ

ログラミングの能力が身

についている 

実習に必要な回路の作成や

プログラミングの能力が身

についている 

実習に必要な回路の作成や

プログラミングの能力が身

についていない 

③ 

実験で得られた結果を自

ら調べた理論と比較検討

し，理論と定性的・定量

的に比較が出来る能力が

身についている 

実験で得られた結果を理論

と比較検討し，理論との整合

性や相違の判断が出来る能

力が身についている 

実験で得られた結果を理論

と比較検討し，理論との整合

性や相違の判断が出来る能

力が身についていない 

④ 

実験の理論・方法・実験

結果の考察などを報告書

に論理的にまとめられて

いる 

実験の理論・方法・実験結果

の考察などを報告書に適切

にまとめている 

実験の理論・方法・実験結果

の考察などを報告書に適切

にまとめられない 

 
 


